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の3.1義分です

定
例
市
議
会
は

十
二
月
滋
箆
か
ら

附
附
和
利
獄
中
十
流
年
銭
的

問
開
制
此
期
間
中
市
総
会
は
、
衰

の
と
お
号
十
‘
一
月
甲
車
U
円

か
ら
十
二
月
八
日
ま
句

会
糊
期
防
日
間
を
も
っ
て

僚
ら
か
れ
ま
す
。

と
れ
は
、
十
一
月
二

十
日
の
議
会
遂
営
努
食

品
別
に
お
い
て
決
っ
た
も

の
で
す
。

布
佐
中
も
一
二
般
に
入
賞

湖
北
台
中
は
初
出
場
で
敢
闘

第
二
十
総
額
液
凝
幼
湾
中
学
窓
t
p
岳
山
嚇
敵
手
品
化
代
制
試
し
て
選
手

校
京
伝
大
会
は
、
十
一
万
七
日
笈
餐
を
し
た
の
も
、
午
約
十

蹴
明
日
火
に
窓
ま
れ
松
戸
索
後
相
例
措
帥
棒
、
池
田
片
判
明
戸
市
勤
役
の
勢
約

段
平
交
際
か
ら
野
潟
市
役
所
ま
も
窓
会
問
闘
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

で
、
十
夜
開
一
一
ふ
ん
・
…
命
"
で
た
e

融
持
殺
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ν
l
ス
は
、
我
路
子
命
令
絞

本
大
ム
批
判
に
お
い
て
、
我
孫
子
が
線
対
一
・
中
継
点
ま
で
ト
ッ
ヅ

中
学
校
は
議
神
品
開
同
連
勝
一
を
鯵
で
、
一
一
役
論
州
市
買
に
百
メ
ー
ト
ル

り
、
毎
日
乾
朝
関
投
機
勝
鋭
、
虫
輩
出
を
つ
け
‘
そ
命
後
に
布
佐

ァ
ブ
を
縫
但
押
し
ま
し
た
。
中
‘
約
中
が
続
い
た
が
、
後
半

数
ぶ
し
た
の
は
、
盟
関
係
布
防
除
措
捕
後
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

ν

か
ら
録
納
税
の
栄
殺
な
に
な
っ
て

l
x
は
終
綴
紅
一
向
い
九
区
で

一
一
一
十
六
枚
ヨ
ザ
商
品
ハ
十
人
が
健
闘
押
は
、
時
間
安
の

7
p
v
タ
γ
ト
も

な
緩
い
ま
し
た
。
〈
不
儀
相
仰
は
手
紙
叩
て
、
我
孫
子
中
は
綴
ぴ

絞
戸
市
の
閣
斌
ケ
災
中
学
校
〉
ト
ッ
プ
v
h

出
制
て
逆
転
居
誼
鵠
却
し
ま

今
附
悶
か
ら
は
、
綾
近
の
交
透
し
た
。
な
お
官
叩
総
中
も
が
ん
ば

官
事
債
を
考
曲
思
し
て
、
然
気
品
市
縫
っ
て
一
一
一
役
に
入
り
ま
し
た
。

ぷ
ハ
仙
川
鷲
久
山
同
白
地
入
口
V

で
い
ま
た
、
と
の
大
会
甘
い
は
念
絞

っ
・
に
ん
が

t
d
w寄
せ
て
司
記
録
な
食
後
七
十
凶
人
と
少
数
に
も
か

と
り
、
さ
ら
に
悶
州
地
絞
か
ら
い
か
、
わ
ら
ず
湖
説
会
中
学
校
は
初

プ
せ
い
に
山
同
発
し
て
、
綴
終
仮
出
出
場
な
が
ら
酷
組
側
闘
し
ま
し
た
。

明
、
総
綿
郎
会
議
討
す
る
方
式
h

管
制
時
な
お
、
携
で
は
こ
の
大
会
に

同
期
し
た
た
め
レ
i
ス
は
お
も
し
晶
ん
だ
ち
十
一
月
一
一
日
我
孫
子
中

ろ
い
も
の
に
な
ち
ま
し
た
。
学
校
体
管
制
織
で
参
加
市
内
問
問
中

当
日
は
、
k

玄
関
九
粋
か
ら
際
学
校
選
手
を
招
き
制
服
紡
余
念
行

政
加
点
の
松
戸
市
役
所
常
盤
乎
交
な
い
ま
し
た
。

所
前
で
鰯
開
会
災
が
あ
号
、
品
開
年
総
ぷ
、
市
川
拭
問
、
融
問
麦
、
教
育

皮
袋
勝
山
忠
誠
相
関
子
中
核
絞
か
ら
長
か
ら
ヲ

γ
ニ
ゾ
ダ
山
武
が
描
開

附
眠
時
間
協
鮪
・
お
よ
び
カ
ッ
プ
の
沼
崎
燦
ら
れ
、
ま
た
，
珪
附
慌
の
綴
淵
制
的
り

の
お
と
絞
孫
子
中
学
校
わ
声
倒
州
議
然
食
十
分
に
お
し
、
母
校
の

同

四

び

一

一

一

線

及

一

る

ぷ
刑
判

昭和45幸子)tH耳定例会会j事!日程

自 どえ!足

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と

の
激
励
が
あ
ち
ま
し
た
が
句

会
潟
手
よ
く
銭
関
し
、
れ
ソ
っ
ぱ

な
成
納
税
も
気
持
静
め
る
こ
主
が
で
き

ま
し
た
。開

凪
伝
記
録

①
時
制
材
開
一
す
や
…
〈
芦
田
、
橋
本

山
同
同
州
、
総
ぷ
媛
、
大
量
、

寺
島
、
後
十
帯
、
除
隊
、
・
小

綿
捕
、
野
口
(
一
時
嗣
間
三
十

附
間
分
ぷ
十
mm
紗
)

@
古
叩
鐙
中
川
削
い
潟
、
税
陪
肘
問
、

杉
齢
制
、
武
剤
耐
眼
力
、
捕
時
m
問、

官
庶
務
傘
、
大
田
部
、
野
口
、

潟
水
、
滋
公
然
)
一
時
限

一
コ
十
六
分
十
千
九
沙

今
期
間
北
中

納税 ftf
滋組合

我
中
の
滋
先
鋭
に

時
総
務
状
脳
時
間
車
一

4連童話にi持って力走する我孫子中長選ヂ

市
で
は
、
務
総
子
山
町
学
校
の

抽
持
掛
目
也
先
生
に
前
樹
紺
開
殺
を
刷
用

開
講
し
ま
し
た
。

機
先
生
夜
、
六
年
間
同
我
孫
子

中
学
校
駅
絞
綴
を
総
務
し
て
き

ま
し
た
が
、
業
務
総
ガ
中
学
校

総
円
以
大
会
で
我
孫
子
中
学
校
に

問問
W

閣
制
糊
の
徐
撲
を
も
た
ら
し
た

た
め
、
と
の
功
棉
紙
に
梯
却
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

団
体
な
ど
表
彰
さ
る
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品
別
致
孫
子
市
前
線
開
'
管
年
間
出
、
代

表
浅
野
一
久
さ
ん
か
ら
予
処
の

不
良
市
出
な
方
の
た
ぬ
に
と
…
方

開
け
の
機
附
が
あ
れ
ツ
ま
し
た
。
中
市

で
は
さ
明
そ
く
我
係
子
市
身

心
淳
害
者
総
社
会
で
翁
綴
脇
棋
に

使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

品W
ま
た
、
我
孫
子

市
柴
組
問
問
問
問
問
九
の

一
一
一
六
問
問
、
宇
野
殺

さ
ん
か
ら
歳
末
た

す
け
あ
い
に
と
一

万
悶
け
の
簿
燃
が
あ

守
ま
し
た
。
こ
の

お
金
は
、
な
く
な

ら
れ
た
ど
友
人
の

香
典
が
え
し
だ
そ

688 

う
で
す
。

織
で
は
、
さ
っ
く
綴
求
た
す

け
る
い
渓
臨
酬
に
拙
税
関
州
寄
せ
て
い

た
だ
く
と
と
に
し
ま
し
た
。

タバコは意向で
同
開
災
後
臨
蹴
師
陣
時
間
税
は
医
療
費
の

支
払
い
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
疑
問
飢
餓
際
的
問

険
料
棋
の
滞
納
が
多
く
な
れ
ツ
ま
す

と
滋
綴
授
の
支
払
い
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

品
開
で
は
、
十
一
一
月
を
務
総
緩

湖
明
陥
制
鯛
側
何
月
間
関
と
し
て
、
時
開
約
し

て
い
る
万
一
役
紛
附
し
て
総
税
制
相

談
主
務
総
務
識
な
行
な
い
ま

す。
ま
た
、
納
税
相
相
談
は
毎
日
市

役
所
税
約
澗
聞
で
刊
行
な
っ
て
お
り

ま
す
り
で
、
お
的
汎
削
械
に
ど
料
相
間
出

く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
務
淡
に

も
応
じ
ま
す
の
で
、
役
一
然
へ
来

ら
れ
な
い
カ
は
ど
利
閥
問
い
た
だ

き
た
い
主
患
い
ま
す
。

内
線
二
四
七
、
一
一
図

収
仙
制
緩



回綜

孔
月
初
日
か
ら
瞬
間
位
吋
道
行
隅
開
始

紙
苅

終
列
車
増
発
即
位
時
針
分
に

運
行
は
木
下
駅
ま
で

成用
問
鉄
総
務
総
は
、
中
市
民
の
陥
商
出
向
機
絡
に
つ
い
て
、
寄
ら
に
時
聞

き
ま
も
ど
存
知
の
と
お
り
、
官
民
僚
を
議
ね
て
ま
い
ち
ま
し
た

京
へ
の
滋
齢
制
僚
の
路
線
主
し
て
が
、
本
俸
十
月
の
持
制
判
決
成
に

行
は
、
持
織
の
本
数
も
少
な
く
、
お
い
て
は
率
溺
の
機
絡
は
笑
混

血
出
ま
た
、
T
r
h
ツ
最
終
刑
判
官
串
の
湾
総
を
み
た
も
の
の
、
列
率
の
議
絡

は
の
早
い
絞
殺
に
官
庁
師
院
な
路
線
柄
、
主
、
下
旬
，
“
救
終
割
問
擦
の
降
気
概
掛

月
す
。
こ
の
よ
き
に
ζ

れ
ま
で
も
ち
下
げ
は
見
送
ら
れ
て
し
ま
い

羽
水
援
だ
っ
た
も
の
が
、
十
半
年
四
ま
し
た
。

的

w
月
申
民
家
段
取
市
公
図
柄
州
北
合
同
叫
宮
市
で
は
、
住
民
の
惨
さ
ん
の

務
総
の
入
脱
脂
に
伴
ぃ
、
ま
す
ま
す
商
慣
州
識
に
こ
た
え
る
た
め
‘
同
出
品
川

↓
そ
の
不
便
き
が
柑
期
切
に
議
む
ら
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
従
来
か
ら

一
れ
る
に
い
た
ち
ま
し
た
。
表
殺
し
て
お
、
勺
れ
る
後
者
ん
と

一
市
は
間
同
地
入
際
的
約
か
ら
手
議
一
体
と
な
り
、
問
鉄
者
却
湖
国
間
本

…
鉄
道
管
潔
織
に
均
し
、
列
滋
機
朝
剛
、
千
油
備
欽
議
管
理
局
、
中
筑
波

一
発
の
醐
問
機
を
行
な
い
、
入
脱
出
に
北
鉄
滋
蹴
冨
護
局
さ
ら
に
は
遂
持
制

…
先
立
づ
て
時
昨
年
の
十
月
か
ら
滋
翁
に
対
し
て
、
刑
判
壌
の
増
発
も

…
退
畿
の
ヲ
w
y
v
a
臨
吋
納
骨
鳴
に
務
特
に
下
り
品
取
終
列
車
ハ
と
れ
ま

こ
f
?
の
機
叫
売
を
行
な
っ
て
も
ら
い
で
は
上
野
発
一
一
十
時
五
十
三

ま
し
た
が
、
滅
状
奴
に
お
け
る
分
、
設
孫
子
発
一
一
十
一
時
間
悶
十

ぴ
一
認
め
外
降
客
は
、
問
問
機
入
騎
六
分
V

め
持
刻
繰
争
下
げ
に
つ

i
愉
酬
は
一
一
一
千
た
ら
ず
で
あ
っ
た
も
い
て
，
さ
ら
に
強
力
な
際
情
遂

護
の
が
、
開
出
品
地
入
院
m
v
h
よ
P
八
千
磁
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
と

!
人
以
上
に
綴
加
し
た
た
め
、
と
と
ゐ
、
十
一
月
一
ニ
十
日
か
ら
我

事
車
線
俊
昭
増
発
で
は
現
地
齢
期
、
滋
孫
子
発
二
十
ふ
伶
三
十
一
分
の

歳
白
学
者
の
尽
な
十
分
に
抽
附
録
す
る
木
下
行
が
で
本
臨
時
滋
発
き
れ

必
に
は
い
た
担
ま
ぜ
ん
で
し
た
。
る
と
こ
ろ
と
な
9
ま
し
た
。

一
そ
こ
で
市
は
.4γ
輔
衆
鉄
道
管
こ
れ
に
よ

p
、
東
京
方
緩
へ

一
調
理
局
に
対
し
、
列
車
描
明
発

ι壊
の
滋
融
刺
殺
を
は
じ
め
…
制
限
利
瞬
間

一
期
北
駅
完
成
は
二
十
呂
ご
ろ

一

自

荷

瀧

賂

は

ナ

で

に

寵

周

一
本
年
同
四
月
時
総
本
住
宅
公
開
凶

…
湘
開
北
A
M陥
凶
織
の
入
記
拍
臨
時
仏
聞
に
抽
仲

間
引
う
綴
欽
成
m
回
線
湘
州
北
閥
抗
の
橋
上

減
奴
新
築
工
事
は
、
こ
の
表
か
ら

鮒
ヱ
世
帯
が
滋
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

煉
た
が
、
い
よ
い
よ
十
二
月
二
十

部
お
渇
き
に
は
発
訟
の
逮
ぴ

K
な

織
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ツ
、
制
剛

一
北
側
臥
崎
弘
、
こ
れ
ま
で
の
い
な
か

一
兵
い
ロ
ー
カ
ル
線
開
恥
か
ら
.
治

一
ん
ぼ
く
を
一
新
し
た
近
代
的
な

~
駅
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
と
に
な

9
ま
す
。
な
お
、
問
問
績
上
総
ザ
ム

事
の
二
期
と
し
て
行
な
わ
れ
て

お
れ
ツ
ま
し
た
衛
門
H

〈
開
山
地
側
》

と
北
河
内
従
来
の
市
街
泌
総
〉

b
a

総
ぷ
自
由
遜
敵
陣
は
、
十
一
月

双
臼
に
完
成
し
‘
期
立
六
日
か
ら

使
用
回
附
品
開
し
て
お
ち
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
箇
地
の
か
た
が
た

の
務
相
民
主
、
幾
艇
の
地
核
と
花

酎
削
の
柏
崎
崎
明
の
受
誌
が
間
同
ら
れ
ま

し
た
。

容
は
、
い
く
ぶ
ん
な
守
主
も
利

伎
が
閉
山
ら
れ
る
と
と
に
な
9
ま

し
た
が
、
湖
北
閥
抗
を
は
じ
め
新

本
紙
は
さ
ら
に
利
開
m者
が
増
録

申
一
途
を
た
ど
る
実
情
に
あ
争

ま
す
の
で
、
市
民
組
掛
M
・
治
絞
め
市

陣
内
的
地
帯
さ
ま
の
足
時
側
関
を
確
加
持

す
る
た
め
、
列
車
増
発
、
後

抽
職
後
化
促
進
逐
動
配
納
税
け
て
ま

い
る
考
え
で
?
の
で
、
市
岡
践
の

皆
さ
ま
が
た
の
絡
大
な
る
ど
協

カ
・
と
ど
叉
援
を
切
に
お
競
い
い

た
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
問
問
。
下

p議
終

列
車
の
綴
獄
加
に
あ
た
れ
ツ
ま
し
て

は
、
衆
議
世
間
幾
燃
の
山
村
新
治

削
開
先
生
、
加
ザ
掛
開
蹴
荊
次
削
開
会
然
、

品
世
馳
隣
斡
部
数
回
到
の
お
鞘
開
先
先
生
、

後
辺
一
大
師
却
先
盆
刊
に
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
お
品
時
折
り
と
ど
緩
泌
を

い
た
だ
き
ま
し
た
に
k
を
臨
時
さ

ま
に
ど
毅
勢
い
た
し
ま
す
と
主

も
に
、
絡
先
生
方
に
対
し
ま
し

て
緩
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
し

だ
い
で
す
。

こ
競
輪
完
成

同
特
に
久
本
ザ
家
踏
切
ち
を
廃
止

駅
自
由
通
路
は
招
見
詰
白
か
ら
使
用
回
開
始

官
官
選

出
出
持
政
常
絡
線
綾
瀬

t
我
孫
子

開
聞
の
淡
々
綴
化
工
事
は
、
お
下

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
守

ま
す
が
、
総
数
当
局
時
総
し
に

よ
争
、
ま
す
と
、
完
成
は
来
初
十
間
間

際
伎
一
十

g
ご
み
の
予
定
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

と
部
淡
々
線
化
工
務
い
い
持
げ
つ

て
‘
鉄
道
と
滋
燃
と
の
立
体
交

愛
工
事
が
務
内
五
カ
所
内
5
も

関
市
船
脇
工
が
ニ
カ
所
、
泌
総
工
が

は
一
カ
一
所
〉
で
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
務
総
工
の
う
ち
挙
制
共

同
開
こ
滋
瞬
間
(
鉄
滋
の
下
に
な
る

綴
分
の
ト
シ
、
ネ
ル
工
事
だ
け
〉

主
科
袋
一
似
こ
遊
矯
は
す
匂
w
h
完

成
し
、
残
る
は
滋
駒
撚
弛
仰
H
ど
う

ろ
く
じ
ん
の
n
と
巡
犠
〈
用
問
品
献
で

は
久
み
や
家
こ
送
績
と
い
っ
て
ま

す
〉
だ
け
k
h
品
号
ま
し
た
。

こ
の
世
端
機
神
こ
送
綴
品
、
中
8

0

二
純
月
十
開
問
誌
に
閥
均
γ
ム
市
民
、
翌
十

し

笈

u
H
午
後
一
一
待
機
遜
泊
予
定
で

同
工
事
が
慾
ピ
ッ
チ
で
滋
や
り
れ

な

で

お

9
ま
す
。
こ
む
工
事
が
ゆ
河

川
叫
惜
執
し
ま
す
と
、
現
在
使
用
し
て

M

い
る
あ
の
狭
い
久
尋
常
刑
制
附
刷
出
や

燐
狭
い
遂
路
宏
明
雄
ら
ず
に
、
爆
滋

紋
六
号
制
棋
と
採
港
二

m
i総
孫
子

t
 

制
緩
が
ま
っ
す
ぐ
に
祉
制
採
れ
ま
す

必
の
で
、
曲
作
品
拍
に
後
利
刊
に
な
る
ば

お
か
り
か
、
交
通
の
安
念
も
問
問
ら

れ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ツ
ま
す
。

桝
な
お
、
こ
の
道
陣
器
こ
務
総

領
の
樹
樹
遂
と
問
問
符
い
い
、
明
明
在
的
久

蜘

芸

震

は

塁

寄

れ

廃

止

に

臓
な
り
ま
す
が
、
国
間
料
館
山
消
防
で
は

自
術
陣
内
の
皆
さ
ん
の
お
加
院
を
考
え

慌
て
、
混
在
ゑ
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

ナ
い
る
我
ぬ
手
間
肌
改
良
工
議
〈
鋳

上
駅
舎
ヱ
事
V

の
う
ち
、
制
間
関
肌

の
南
口
と
品
品
目
を
緩
ぷ
由
同
肉
遜

岬
陪
〈
総
民
間
関
メ
ー
ト
ル
〉
を
、

久
盛
寸
家
路
組
問
の
附
附
同
開
品
開
に
然
成

さ
位
、

u
n円

M

召
か
ら
後
湾
問

仏
附
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
ち
ま

す。

ζ
m
w
-
続
出
問
遜
時
開
が
附
加
減
し

後開
m州
開
始
さ
れ
ま
?
と
、
北
師
開

に
仲
間
ま
わ
れ
て
い
る
皆
吉
ん
の

絞
初
燃
は
隔
世
利
刊
に
な
る
ば
か
F

か
、
北
側
の
泌
総
と
中
南
側
鞘
町
地

械
の
咋
筑
波
に
も
非
常
に
役
な
っ

て
き
ま
す
。

12fJ27日

市
長
選
挙
ふ
府
議
補
選

明
る
い
選
挙
は
み
ん
な
の

十
一
}
符
月
二
十
七
日
に
は
、
中
市

蹴
拭
潮
崎
挙
お
よ
び
術
数
会
議
員
の

議
欠
選
教
が
み
持
h
J
ま
す
む
で
、

投
媛
、
閥
系
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
お
気
ら
也
唱
し
ま
す
。

「
議
捌
砲
や
人
僚
に
し
ば
ら
れ

ず
、
あ
る
い
は
買
収
、
品
開
応
な

ど
も
応
じ
な
い
で
自
分
の
紛
紛

で
、
り
っ
ぱ
な
人
女
幾
び
た
い

主
制
部
う
の
だ
が
、
緩
み
に
き
た

官
躍
動
員
な
H
P
氏
、
。
あ
な
た
が

だ
れ
に
投
蒸
し
た
か
は
、
す
ぐ

わ
か
る
か
ら
l
i
J
な
ど
主
震

わ
れ
る
と
ど
う
も
@
い

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
滋
挙
の

た
び
に
少
な
か
ら
ず
耳
に
す
る

こ
と
勺
す
が
、
禁
法
で
も
公
務

端
端
数
法
で
も
「
校
絞
め
秘
密
」

は
内
す
ら
れ
て
い
ま
十
。

つ
ま
れ
ツ
、
投
談
者
が
投
銭
し

よ
う
と
す
'
る
と
き
、
ど
ん
な
侯

徽
殺
を
選
ん
で
校
総
し
よ
う
と

と
れ
に
つ
い
て
抽
出
入
も
干
渉
ナ

る
ζ

主
は
で
き
な
い
し
、
ま
た

時
抗
議
し
た
か
と
い
う
こ
主
骨
抽
出

入
も
せ
ん
怨
す
る
と
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
O
Lち

ろ
ん
、
自
分
的
役
割
滑
に
つ
い
て

抽
出
入
に
数
ね
ら
れ
て
も
に
れ
に

答
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
内

附

問

祭

も
っ
と
も
気
に
な
る
の
は
、

開
閉
幾
の
際
に
，
幾
何
時
な
ど
で
だ

れ
の
投
楽
で
あ
る
か
が
わ
か
る

育

児

綴

急ピヲチで主主音量がi盤められている主主孫子JI!(

今
月
前
り
古
H
児
籾
紬
献
は
次
の
日

朝
挫
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
昨
納
山
川

す
る
お
子
機
的
ご
家
践
で
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ

、。
も
等

臨吋開削除庁
T
時
間
十
時
か
ら
民
午

ま
で
k
午
後
一
鈴
か
ら
三
臨
吋
ま

で
で
す
が
、
お
銭
支
所
は
午
後

一
時
か
ら
コ
一
時
ー
ま
で
で
す
。

な
お
、
母
子
乎
緩
を
忘
れ
ず

に
ど
持
品
酔
く
だ
さ
い
。

で

の
で
は
な
い
か
と
い
ラ
こ
主
で

す
が
、
問
問
爾
罰
h
g
品
開
仇
り
る
と
き
に

は
、
ま
ず
回
開
制
常
組
問
機
品
告
は
、
関
問

祭
立
会
人
と
い
っ
し
ょ
に
各
投

世
間
治
統
か
ら
送
ら
れ
て
曾
た
投
苗
活

安
一
カ
燃
に
終
め
て
全
郊
の
吋
擦

を
い
っ
し
ょ
に
す
る
の
で
、
ど

の
織
の
投
開
滑
に
は
ど
の
鉄
総
省

の酉
m
H
r
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
わ
か
争
ま
せ
ん
。

ま
た
、
没
出
掛
附
m緩
い
い
「
し
る

し
」
な
ど
を
つ
け
て
、
品
説
叫
収
支
官

と
閣
総
数
料
問
と
が
だ
れ
に
投
盟
献
し

た
か
を
時
融
関
叫
し
為
う
な
ど
と
‘

も
っ
と
も
ら
し
い
也
備
し
も
あ
り

ま
す
が
、
肘
門
万
と
い
ち
ゃ
か
ら

不
可
絡
で
あ
る
し
‘
投
商
散
問
mM制

に
、
料
税
愉
問
者
の
氏
名
以
外
の
こ

k
を
議
く
と
「
州
出
W

静
穏
裁
」
と

い
っ
て
投
捌
酬
は
紫
効
い
い
な
わ
，
ま

す
の
で
、
実
際
に
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
の

代
議
投
吋
明
治

か
ら
だ
の
務
会
主
か
、
申
予
が

E実
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公
開
民
滋
講
夜

公
臨
内
線
議
附
院
の
時
流
総
生
を
葬

祭
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
懇
殺

は
お
申
し
込
み
く
だ
寄
い
み

wv
参
議
二
十
翁
財
部
調
摺
火
隠

日
午
後
日
時
か
ら

由
申
し
込
み
期
限
十
ス
丹
十

五
日

曹
鵠
帆
骨
官
官
札
の
会
二
十
名

事
し
・
込
み
出
掛
閥
桝
十
ご
汚
十

五
お

な
お
、
怒
し
込
み
は
、
中
央

公
臨
州
鋭
我
孫
子
新
聞
一
一
一
回
目
ま
で

は
が
き
、
ま
た
は
直
接
取
し
w悼

む
ζ

主。

公
衆
湾
綴
の
市
内
道
館

十
二

R
m間
関
か
ら

一
応
分
間

日
食
料
闘
を
際
立
し
、
み
な
さ
ん
が

終
た
ず
に
ど
約
制
問
い
た
だ
汁
ま

す
よ
う
に
、
中
都
昭
島
話
、
一
驚
概
略
績

か
ら
の
官
間
内
週
緩
が
十
二
u
月期間

総
午
後
一
見
緑
か
ら
世
一
分
間
で
紛

れ
ま
す
。

ひ
き
続
き
お
縦
闘
を
抽
腕
凶
り
た
い

と
き
は
、
受
話
器
を
必
ず
い
っ

た
ん
か
け
て
か
ら
お
か
け
頗
い

ま
す
。な

お
、
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通

務
、
一

O
O数
滋
科
鮪
、
一
一
笈

番
通
滋
は
一
一
一
分
打
ち
鈎
り
に
な

ち
ま
せ
ん
。
〔
衛
仲
脱
線
町
民
の
公

衆
電
話
の
一
品
分
開
問
打
ち
切
ワ

は
、
十
コ
月
中
臼
刊
の
予
鐙
で

す
。
〉

ハ叫姑村知子柑凪相柑割地部鮪蹴州
V

裁
け
な
い
人
の
た
め
に
代
潔
抗
眠

薬
が
あ

pま
す
。

代
酬
明
投
票
の
岨
例
会
、
代
筆
す

る
鴇
部
品
別
者
k
，
と
れ
を
務
総
ず

る
櫛
院
制
畿
は
、
出
国
分
が
州
知
っ
た

絞
殺
翁
m
り
お
耐
細
川
帖
週
一
然
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
援
す
よ
う
な

と
主
が
あ
れ
ば
、
脅
び
し
く
関

せ
ら
れ
ま
す
。

投
緩
山
鯨
開
酬
明
者
が
柿
拡
幅
辞
成
会
人

の
時
制
出
品
を
揖
聞
い
て
液
晶
制
者
を
選

び
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
こ

と
を
考
出
陣
し
て
い
ま
す
の
で
、

代
獲
投
薬
に
よ
る
緩
密
は
出
方
念

に
守
ら
れ
る
わ
け
で
す
。




